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目的と体制

n東京大学史料編纂所および東京大学大学院人文社会
系研究科による人文学データの共有化・国際化・連結化

n東京大学史料編纂所
–日本史に関する史料集の編纂・出版・データベース提供
–編纂のための研究

n東京大学大学院人文社会系研究科（文学部）
–人文学の研究教育
–研究のための史資料収集

n次世代人文学開発センター人文情報学部門
–人文情報学（デジタルヒューマニティーズ）の展開
–知識表現・メタデータ・データベース…
–【発表者の立ち位置】

2



取り組みの概要

n共有化
–デジタルデータの長期保存・長期利用

n国際化
–海外発信の強化

n連結化
–データの2次利用促進

nメタデータの検討
–総合データカタログのためのスキーマ整備
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史料集の出版
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明治34年刊行の
『大日本史料』（第六編・第十二編）
『大日本古文書』（編年文書）

1901（明治34年）から，第二次世界大戦末期
と終戦後の一時期を除き，出版事業を継続．
年間十数冊を刊行し，総点数は1000冊以上．

2つの史料集
• 編年史料

• 事件が起きた時間の流れに沿って
関連史料を集めたもの

• 『大日本史料』・『大日本古文書』
（編年文書）など

• 編纂史料
• 史料群の構成と内容を精密に復元
• 『大日本古文書』（家わけ文書）・
『大日本古記録』など



編纂・出版物
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史料採訪
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愛知県田原市にある田原博物館での調査．



史料採訪
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2016.11.22-24に同館所蔵「田原藩日記」（近世史料）を調査し，
嘉永～安政年間（19世紀中頃）の日記56冊を撮影した．
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収集・調査

国内外にある
日本史史料

メタデータ
•名称：源頼朝下文
•日付：元暦2年6月15日
…
史料画像
•Tiff・400dpi・グレースケール
…
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史料編纂所のデータベース

n史料集編纂において必要な情報をデータベース化
n種類
–目録
–本文
–画像・図像・写真
–知識
•人名・地名・和暦・文字…

n時間範囲
–日本前近代
•奈良～維新

nDB数
–所外に公開：30
–所内のみ：40
•整備中
•公開が困難なもの
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国内・海外から収集した史料の画像史料編纂所所蔵史料の画像

ウェブ公開

閲覧室での公開
＋連携機関での閲覧
＋一部をウェブ公開

Hi-CAT PlusHi-CAT

SHIPS（基盤システム）

所蔵史料と所外の史料
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DBアクセス数
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DB検索ページヘのアクセス件数



共有化の取り組み（1/3）

nデータの拡充
–史料編纂所所蔵史料
•備後福山藩阿部家史料：約55,000件
–DB選択→Hi-CAT→項目検索→特殊蒐書「備後福山阿部家史料」

–所外史料
•天皇家・公家文庫史料（宮内庁書陵部所蔵）：約560,000件
–ウェブサイト
–DB選択→Hi-CAT Plus→キーワード「宮内庁」

–くずし字
•電子くずし字字典：約283,500件
–DB選択→電子くずし字辞典データベース→詳細検索→文字「あ」
–画像からの文字の切り出し
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https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller
https://www.hi.u-tokyo.ac.jp/kodai/kinri-kuge-index.html
https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller
https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller


備後福山藩阿部家史料
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電子くずし字字典
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共有化の取り組み（2/3）

n利用条件の明確化
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「貴重書（原本嵣
古写本類）」 「≉Ṧⵔ᭩」

その他㸦左グの✀別に
当てはまらないもの㸧

※岣貴重書（模写）岤岣影写本岤峔峓

❶
史ᩱ✀別
㸦区分㸧
の☜ㄆ

本所崯嵤崧嵁嵤崡峑画像が公開さ島峐い峵

峙い

いいえ
図書室峕お問い合峹峅
く峊さい
https://www.hi.u-
tokyo.ac.jp/tosho/toiawase.html

❷
⏬像公㛤
の☜ㄆ

CC BY 4.0 相当峘条件峑岾利用岮峉峊岻峨峃

東京大学史料編ᔢ所所蔵史料峘掲載嵣放映手続岷峕峎岮峐

「写ᮏ」

注
嵣CC BY 4.0 相当峘条件峕ჾ当峃峵史料峑岝本所峘公開画像峼使用峅
峄岝既峕掲載使用岿島峐岮峵画像（既書峕掲載峔峓）峼使用峃峵場合
峮岝複製申請峕峲峴入手峁峉画像峼使用峃峵場合峕峬岝問岮合峹峅手続岷
不要峑峃岞所蔵表示峙左峒同峂峑峃岞

嵣史料種別（区分）岶岣本所出版物岤峘画像崯嵤崧（岣史料集版面崖嵋嵑
嵒嵤岤掲載）峘岾利用峕関峁峐峙岝本所web崝崌崰（https://www.hi.u-
tokyo.ac.jp/faq/reuse.html）峼岾確認岹峊岿岮岞

利⏝の㝿はᮾ京大学史ᩱ⦅⧩ᡤのᡤⶶ史ᩱであることを
᫂♧してください。
例㸸『史ᩱ名』㸦ᮾ京大学史ᩱ⦅⧩ᡤᡤⶶ㸧

• ᨵ変を⾜った㝿はそれについて᫂♧してください。
例㸸『史ᩱ名』㸦ᮾ京大学史ᩱ⦅⧩ᡤᡤⶶ㸧をᨵ変

ᨵ変した史ᩱ⏬像データをᮏᡤが作ᡂ・公㛤したとᤊえられるような公㛤・公⾲は⾜わないでください。

• 大᪥ᮏ⥔᪂史ᩱ✏ᮏの場合は下グの例のような⾲♧をお㢪いします。

例㸸ᮾ京大学史ᩱ⦅⧩ᡤᡤⶶ「大᪥ᮏ⥔᪂史ᩱ✏ᮏ」ᡤ引「三⏣⸬家⪁᪥グ」

東京大学史料編ᔢ所 史料嵣図書崝嵤崻崡崩嵤嵈https://www.hi.u-tokyo.ac.jp/tosho/shiryoriyo.html



共有化の取り組み（3/3）

n史資料データの長期保存・長期利用システム
–Open Archival Information System（OAIS）参照モデルに準拠
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史料採訪の流れ：機関としての規約化
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史料編纂所内で規約化
規約化は 2008年開始
試行は2010年，実施は2011年から

採訪計画・
準備

画像整備
目録整備

画像登録
DB登録

セキュリティ
設定

史料採訪委員会・
図書部

写真室
画像変換・補正 図書部

研究者の申請に基づく研究者
撮影情報を図書部へ申告
含目録・セキュリティ

史料採訪

情報支援室
図書部と研究者の申請に基づく

図書部・情報支援室

図書部，情報センター，各種プロジェクト



国際化の取り組み

nデータベースシステムの国際化
–英語版ユーザインターフェイスの構築

nデータの国際化
–維新史料綱要データベースの英訳
–史料用語・歴史用語の英訳グロッサリー作成
–日本関係史料マイクロフィルム画像の公開拡大
•横浜開港資料館との連携

nコミュニティの国際化
–国際研究集会の開催（2019年12月）
–Association for Asian Studies 2020への参加（中止）
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国際化：維新史料綱要DBの国際化
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連結化の取り組み（1/2）

nInternational Image Interoperability Framework（IIIF）
への対応
–標準規格に基づく画像配信・相互運用性の担保
•ビューアの実装コストが低減
•異なる機能を持つ他のビューアで閲覧可能
•同一ビューア上で他機関所蔵の画像を相互比較可能
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史料編纂所ビューア 情報・システム研究機構ビューア



連結化の取り組み（2/2）

n外部システム連携の強化
–『木簡庫』『電子くずし字字典データベース』連携検索
•奈良文化財研究所との協働
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メタデータの検討

n人文学データに対するJSPSメタデータスキーマの適用
–言語と文字
•漢字・ひらがな・カタカナ・ローマ字

–地理的範囲・時間的範囲
•曖昧性を有する
–江戸初期・寛永年間など
–過去の地名

–統制語彙
•データタイプ
–史資料・出版物
»出版プロセスの介在によって区別する

–事項
»史資料から何らかの情報を抽出し、再構成したもの

• トピック
–東アジアの史資料に適用可能な語彙が存在しない
–図書館の分類を援用

–作成者・配布者・所蔵者・寄託者
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所感と課題

n人文学はデータが先に存在している
–構造化手法自体が個別の研究テーマ
–単一の枠組みに落とし込むことが困難
•最大公約数的アプローチ

nデータの粒度
–基本エンティティ（情報の最小単位）は何か
•ページ、文、単語、文字…

–資料群と基本エンティティとの間に多様な階層性があり得る
•箱、冊子、巻物…

–総合データカタログで取り扱うべきエンティティは何か
•データベース：数十件・画像：数十〜数百万件
•社会科学分野との質的・量的な相互運用性
•ユースケースの模索
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今後の取り組み

n共有化
–史料データの拡充
–史料管理システム上での権利関係の設定
–データ分析システムの検討

n国際化
–史料データの英訳
–コミュニティの拡大
•東アジア史料研究編纂機関国際学術会議など

n連結化
–システム連携機能（API）の強化
–総合データカタログへのメタデータの搭載
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